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「
大
正
・
昭
和
前
期
に
お
け
る
農
民
文
学
の
研
究
」
要
旨

椋
棒
哲
也

農
民
文
学
は
農
民
像
を
追
究
し
農
村
風
俗
に
取
材
す
る
作
品
を
い
う
、
と
仮
定
す
る
。
そ
れ
は
描
写
の

お
も
な
対
象
と
な
る
各
時
代
の
農
民
や
農
村
の
あ
り
方
に
制
約
さ
れ
る
。
だ
か
ら
太
平
洋
戦
争
後
の
農
民

文
学
は
、
小
作
争
議
や
家
父
長
制
に
取
材
す
る
意
義
を
減
退
さ
せ
た
農
地
改
革
（
昭
二
一
）
や
民
法
改
正

（
昭
二
二
）
に
よ
り
困
難
を
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
二
つ
の
社
会
変
革
が
農
民
文
学
史
の
画
期
を
形
成
し
、

不
振
の
農
民
文
学
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
問
う
農
民
文
学
論
が
積
み
重
な
る
一
方
で
、
画
期
以
前
の
農
民

文
学
の
変
遷
を
整
序
し
記
録
す
る
、
あ
る
い
は
任
意
の
作
品
の
農
民
文
学
史
に
お
け
る
役
割
を
考
察
す
る

と
い
う
、
農
民
文
学
研
究
の
必
要
が
増
大
す
る
。

そ
し
て
農
民
文
学
研
究
に
表
れ
る
特
徴
が
、
い
く
つ
か
あ
る
。
シ
ャ
ル
ル
・
ル
イ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
十
三

回
忌
記
念
講
演
会
（
大
一
一
）
以
前
に
農
民
を
描
い
た
小
説
を
、
講
演
会
以
後
の
作
品
と
同
じ
価
値
基
準

で
評
価
す
る
こ
と
が
一
つ
。
次
に
農
民
自
治
派
や
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
陣
営
の
関
係
者
、
こ
れ
に
同
情
的

な
立
場
か
ら
す
る
考
察
が
少
な
く
な
い
こ
と
も
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
島
木
健
作
「
生
活
の
探
求
」
（
昭

一
二
、
河
出
書
房
）
に
対
す
る
注
目
度
が
低
落
し
て
い
る
こ
と
、
戦
時
下
の
農
民
文
学
に
対
す
る
評
価
が

低
い
こ
と
も
特
徴
だ
。
ま
た
農
民
文
学
作
品
の
紹
介
に
終
始
す
る
文
章
を
散
見
す
る
こ
と
、
検
討
の
対
象

を
文
学
史
の
一
時
期
に
限
る
研
究
が
多
い
こ
と
も
気
に
な
る
。
じ
つ
は
一
次
資
料
の
復
刻
な
ど
の
た
め
に

農
民
文
学
研
究
の
環
境
は
改
善
さ
れ
続
け
て
い
る
。
多
様
な
研
究
が
現
れ
て
よ
い
は
ず
な
の
だ
が
、
従
事

す
る
研
究
者
は
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
も
特
徴
の
一
つ
だ
ろ
う
。

本
論
は
こ
れ
ら
の
傾
向
の
乗
り
越
え
を
目
ざ
す
。
フ
ィ
リ
ッ
プ
記
念
講
演
会
以
前
の
動
向
を
郷
土
芸
術

・
田
園
文
学
な
ど
の
術
語
を
手
が
か
り
に
再
構
成
し
、
こ
れ
を
農
民
文
学
の
前
史
と
位
置
づ
け
る
こ
と
で

以
後
の
農
民
文
学
史
と
の
差
異
を
明
示
す
る
よ
う
に
し
た
。
な
お
長
塚
節
「
土
」
（
『
東
京
朝
日
新
聞
』

明
四
三
・
六
・
一
三
～
一
一
・
一
七
）
論
に
一
章
を
充
て
る
こ
と
は
避
け
た
。
ま
た
農
民
自
治
派
と
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
文
学
陣
営
、
双
方
の
議
論
を
勘
案
し
た
。
分
析
対
象
と
し
て
、
い
ず
れ
か
に
偏
ら
な
い
よ
う
に

し
て
い
る
。
戦
時
下
の
農
民
文
学
を
検
討
す
る
一
章
を
設
け
、
そ
の
国
策
性
に
つ
い
て
考
察
し
た
。
当
然

だ
が
梗
概
や
紹
介
に
終
始
し
た
章
は
一
つ
も
な
い
。
た
だ
し
作
品
の
概
説
や
作
家
紹
介
を
適
宜
挿
入
し
て

い
る
。
な
お
本
論
は
大
正
期
か
ら
昭
和
三
〇
年
代
ま
で
の
時
期
を
研
究
対
象
と
す
る
が
、
必
要
に
応
じ
て

明
治
期
や
昭
和
四
〇
年
代
以
後
の
議
論
を
参
照
し
た
。
以
上
の
方
針
の
も
と
で
、
農
民
文
学
史
を
多
角
的

・
通
史
的
に
再
構
成
し
よ
う
と
い
う
の
が
本
論
の
企
図
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
以
下
各
章
に
つ
い
て
略
述

す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

農
民
文
学
運
動
は
、
前
述
フ
ィ
リ
ッ
プ
記
念
講
演
会
を
契
機
に
始
動
し
た
。
こ
の
会
は
「
民
衆
詩
人
、

農
人
文
芸
家
で
あ
る
」
（
吉
江
喬
松
「
仏
蘭
西
文
芸
印
象
記
（
七
）

大
地
の
声

シ
ャ
ル
ル
・
ル
イ
・

フ
ィ
リ
ッ
プ
」
『
新
潮
』
大
一
一
・
一
二
）
フ
ィ
リ
ッ
プ
を
記
念
し
て
、
小
牧
近
江
や
孤
雁
吉
江
喬
松
が

主
催
し
た
も
の
だ
。
の
ち
に
農
民
文
芸
会
が
発
会
し
、
同
会
編
『
農
民
文
芸
十
六
講
』
（
大
一
五
、
春
陽

堂
）
の
出
版
や
機
関
誌
『
農
民
』
の
創
刊
（
昭
二
・
一
〇
）
に
繋
が
り
、
運
動
が
本
格
化
し
た
。
本
論
は

講
演
会
の
開
催
以
前
を
農
民
文
学
運
動
前
史
と
捉
え
て
、
こ
れ
に
第
一
部
を
充
て
た
。
運
動
者
た
ち
が
、

農
民
文
学
の
必
要
条
件
を
備
え
な
い
と
い
う
理
由
で
排
除
し
た
郷
土
芸
術
、
田
園
を
題
材
と
す
る
文
章
、

地
方
色
を
重
要
視
す
る
文
章
な
ど
を
考
察
対
象
に
据
え
、
第
一
章
で
「
唯
一
の
郷
土
芸
術
家
と
い
は
れ
て

ゐ
る
」
（
加
能
作
次
郎
「
救
ひ
を
求
む
る
心
」
『
新
潮
』
大
八
・
一
二
）
加
藤
武
雄
の
作
家
的
出
発
と
、

そ
の
第
一
作
品
集
『
郷
愁
』
（
大
八
、
新
潮
社
）
に
つ
い
て
考
察
し
、
さ
ら
に
第
二
章
で
同
時
代
の
郷
土

芸
術
論
や
関
係
諸
分
野
の
言
説
を
検
討
し
た
。
な
お
第
一
部
が
対
象
と
す
る
期
間
は
、
明
治
三
九
年
ご
ろ

か
ら
大
正
一
五
年
ご
ろ
ま
で
で
あ
る
。

農
民
文
芸
会
の
活
動
と
と
も
に
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
陣
営
の
動
向
も
農
民
文
学
史
に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
。
い
わ
ゆ
る
ハ
リ
コ
フ
会
議
（
一
九
三
〇
）
で
採
択
さ
れ
た
、
「
日
本
に
於
け
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

文
学
運
動
に
つ
い
て
の
同
志
松
山
の
報
告
に
対
す
る
決
議
」
も
そ
れ
で
あ
る
。
第
三
項
に
「
農
民
文
学
に

対
す
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
影
響
を
深
化
す
る
」
必
要
が
記
載
（
『
ナ
ッ
プ
』
昭
六
・
二
）
さ
れ
る
。

こ
れ
に
よ
り
第
三
次
『
農
民
』
派
と
ナ
ッ
プ
（
全
日
本
無
産
者
芸
術
連
盟
）
派
と
の
あ
い
だ
に
農
民
文
学

論
争
が
起
こ
り
、
農
民
文
学
と
は
何
か
、
と
い
う
観
点
で
議
論
が
応
酬
さ
れ
た
。
結
果
的
に
相
互
の
農
民

文
学
像
の
特
徴
が
鮮
明
に
表
れ
る
こ
と
に
な
る
。
本
論
は
『
農
民
』
創
刊
か
ら
ハ
リ
コ
フ
会
議
、
そ
し
て

日
本
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
作
家
同
盟
の
衰
亡
ま
で
に
第
二
部
を
充
て
た
。
ま
ず
第
三
章
で
『
農
民
』
派
の
農
民
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文
学
論
を
背
景
に
、
ナ
ッ
プ
派
と
の
角
逐
も
視
野
に
お
さ
め
つ
つ
、
農
民
文
学
者
で
あ
る
和
田
傳
の
作
家

・
作
品
研
究
を
展
開
し
た
。
次
に
第
四
章
で
黒
島
伝
治
の
作
品
研
究
を
試
み
た
。
和
田
の
初
期
作
品
が
同

時
代
の
言
説
の
影
響
を
受
け
て
い
た
様
子
、
黒
島
の
作
品
に
お
け
る
青
野
季
吉
「
自
然
生
長
と
目
的
意
識
」

（
『
文
芸
戦
線
』
大
一
五
・
九
）
の
影
響
如
何
、
な
ど
を
検
討
し
て
い
る
。
な
お
第
二
部
が
取
り
扱
う
期

間
は
、
大
正
一
一
年
ご
ろ
か
ら
昭
和
九
年
ご
ろ
ま
で
で
あ
る
。

昭
和
九
年
の
作
家
同
盟
の
解
散
に
よ
り
、
農
民
文
学
に
対
し
て
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
影
響
を
深
化

す
る
」
試
み
は
沈
静
し
た
。
一
方
で
農
民
文
学
懇
話
会
の
発
会
（
昭
一
四
）
に
よ
り
国
策
の
影
響
が
徐
々

に
強
ま
る
。
か
つ
て
な
く
農
民
文
学
が
重
要
視
さ
れ
た
同
時
代
の
考
察
に
、
本
論
は
第
三
部
を
充
て
る
。

こ
の
時
代
に
お
い
て
農
民
文
学
を
牽
引
し
た
作
家
が
、
前
述
の
和
田
傳
で
あ
る
。
そ
の
活
動
は
、
創
作
は

も
と
よ
り
評
論
に
お
よ
び
、
彼
の
農
民
文
学
像
が
大
方
の
賛
意
を
得
て
、
つ
い
に
懇
話
会
の
実
現
に
ま
で

到
る
。
そ
の
周
辺
事
情
の
確
認
も
含
め
て
、
同
時
期
の
和
田
の
作
家
・
作
品
研
究
を
第
五
章
で
試
み
た
。

こ
こ
で
和
田
の
活
動
を
同
時
代
の
農
民
文
学
の
主
流
と
す
れ
ば
、
傍
流
に
は
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
陣
営
の

後
継
で
あ
る
山
田
多
賀
市
『
耕
土
』
（
昭
一
五
、
大
観
堂
）
が
位
置
す
る
。
「
最
後
の
労
働
者
作
家
と
も

い
う
べ
き
」
（
南
雲
道
雄
「
解
説
」
『
土
と
ふ
る
さ
と
の
文
学
全
集

４

土
に
生
き
る
』
昭
五
一
、
家

の
光
協
会
）
山
田
の
「
耕
土
」
は
、
そ
の
作
家
的
出
自
を
反
映
し
て
地
主
小
作
の
対
峙
を
描
き
な
が
ら
、

農
民
と
商
人
の
相
克
も
描
く
こ
と
で
『
農
民
』
派
の
見
地
を
取
り
込
む
。
ま
た
「
耕
土
」
の
最
大
の
特
徴

は
、
そ
れ
が
面
白
い
と
い
う
こ
と
だ
。
第
六
章
は
、
ど
の
よ
う
な
農
民
文
学
が
面
白
い
の
か
、
を
視
野
に

入
れ
た
。
な
お
第
三
部
は
昭
和
九
年
ご
ろ
か
ら
昭
和
一
五
年
ご
ろ
ま
で
を
取
り
扱
う
。

太
平
洋
戦
争
敗
戦
後
、
農
地
改
革
や
民
法
改
正
が
農
民
と
農
村
の
あ
り
方
を
変
え
、
従
来
の
農
民
文
学

が
存
在
困
難
な
状
況
に
追
い
込
ま
れ
た
こ
と
は
前
述
し
た
と
お
り
だ
。
い
ま
農
民
文
学
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
、
と
い
う
問
い
に
対
す
る
答
え
は
容
易
に
出
ず
、
創
作
の
低
調
を
嘆
く
言
葉
が
繰
り
返
さ
れ
る
。
そ
れ

が
長
き
に
渡
る
な
か
、
伊
藤
永
之
介
が
「
電
源
工
事
場
」
（
『
新
潮
』
昭
二
八
・
一
一
）
を
発
表
し
た
。

こ
の
作
品
は
、
「
展
望
の
ひ
ろ
い
農
業
小
説
ま
で
発
展
で
き
な
い
」
（
「
日
本
を
知
ら
な
い
日
本
人
」
『
朝

日
新
聞
』
昭
二
八
・
七
・
五
・
朝
）
農
民
文
学
と
い
う
武
田
の
論
難
に
応
え
る
よ
う
に
、
復
興
事
業
で
あ

る
は
ず
の
電
源
開
発
に
お
い
て
開
拓
農
民
た
ち
が
搾
取
さ
れ
る
様
子
を
描
き
、
戦
後
日
本
社
会
の
歪
み
を

視
野
に
入
れ
る
展
望
の
広
さ
を
示
し
た
。
こ
の
よ
う
に
同
時
代
状
況
へ
の
批
判
的
態
度
を
強
め
る
伊
藤
に

対
し
て
、
和
田
傳
が
む
し
ろ
同
時
代
の
思
潮
に
寄
り
添
う
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。
た
だ
し
和
田
の
文
業
は

迎
合
と
い
う
た
ぐ
い
の
も
の
で
は
な
く
、
た
と
え
ば
家
族
制
度
を
否
認
し
て
均
分
相
続
を
定
め
た
民
法
改

正
（
昭
二
二
）
の
不
備
に
も
の
申
す
、
と
い
う
具
合
の
も
の
で
あ
る
。
新
し
い
農
民
像
を
構
築
し
よ
う
と

し
た
努
力
に
照
明
が
当
て
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
本
論
は
そ
の
現
れ
を
『
風
の
道
』
（
昭
三
六
、
新
潮
社
）

に
見
て
い
る
。
伊
藤
「
電
源
工
事
場
」
研
究
に
第
七
章
を
、
和
田
「
風
の
道
」
ほ
か
の
研
究
に
第
八
章
を

充
て
た
。
な
お
第
四
部
第
七
章
は
昭
和
二
一
年
か
ら
二
八
年
ま
で
を
、
第
八
章
は
昭
和
三
〇
年
か
ら
三
六

年
ま
で
を
考
察
の
対
象
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
本
論
で
考
察
し
た
大
正
・
昭
和
前
期
の
農
民
や
農
村
を
描
い
た
小
説
の
背
景
に
は
、〈
農
民
の
〉

〈
農
民
に
よ
る
〉
〈
農
民
の
た
め
の
〉
な
る
三
要
件
の
、
各
時
代
の
農
民
文
学
論
に
お
け
る
組
み
替
え
と

い
う
事
情
が
存
在
す
る
。
た
だ
し
こ
れ
ら
要
件
の
影
響
力
は
戦
後
十
数
年
で
低
下
す
る
。
昭
和
三
六
年
に

公
布
（
同
三
九
年
施
行
）
さ
れ
た
農
業
基
本
法
は
「
農
工
間
の
労
働
生
産
性
や
所
得
な
ど
の
格
差
是
正
を

謳
い
文
句
に
、
農
業
・
農
村
に
滞
留
す
る
低
廉
な
土
地
や
水
、
労
働
力
な
ど
を
工
業
・
都
市
に
吸
い
あ
げ

る
水
先
案
内
を
し
て
」
（
山
海
野
玄
「
戦
後
農
民
文
学
史

お
ん
な
た
ち
の
系
譜
」
『
農
民
文
学
』
二
〇

〇
三
・
七
）
、
農
業
人
口
を
激
減
さ
せ
た
。
こ
こ
に
至
り
「
国
民
の
半
数
に
近
い
農
民
と
農
村
を
全
く
反

映
し
て
い
な
い
」
（
伊
藤
永
之
介
「
農
民
文
学
の
在
り
方
」
『
朝
日
新
聞
』
昭
二
九
・
一
一
・
二
〇
・
朝
）

日
本
文
学
の
誤
り
を
正
す
べ
く
現
れ
た
農
民
文
学
の
存
在
意
義
が
危
う
く
な
る
。
ま
た
昭
和
三
六
年
は
日

本
農
民
文
学
会
（
一
九
五
四
年
発
会
）
で
「
農
民
文
学
賞
の
受
賞
を
め
ぐ
っ
て
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り
、
和
田

傳
氏
ら
数
人
が
退
会
」
し
「
職
業
作
家
の
ほ
と
ん
ど
が
会
を
は
な
れ
」
（
堀
江
泰
紹
「
文
学
の
力
、
精
神

的
自
由
に
つ
い
て
」
『
農
民
文
学
』
一
九
九
五
・
七
）
た
年
で
も
あ
る
。
以
後
の
農
民
文
学
運
動
の
中
心

は
お
も
に
非
職
業
作
家
た
ち
が
担
う
が
、
こ
れ
が
一
方
で
文
学
と
し
て
の
質
の
低
下
を
呼
ぶ
。
農
民
文
学

は
昭
和
三
六
年
以
後
急
速
に
衰
え
つ
つ
あ
る
の
だ
。
し
か
し
そ
れ
は
農
民
文
学
自
体
が
無
用
の
長
物
と
化

し
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
い
ま
〈
農
民
文
学
〉
は
、
か
つ
て
交
通
し
て
い
た
望
郷
、
地
方
、
労
働
運
動
、

植
民
地
、
開
発
・
開
拓
、
家
族
制
度
な
ど
の
関
係
諸
語
を
、
現
代
に
お
い
て
と
り
ま
と
め
る
象
徴
的
な
名

前
と
し
て
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。


